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Q.なぜ認知症のお薬に貼り薬があるのですか

A.貼り薬であれば一度で24時間持続するため、お薬の飲み忘れをし
やすい認知症の方に、効果が得やすいといわれています
またお薬を使用しているのが容易に確認できます

☆貼り薬の効果と用量・用法☆

今回の担当
薬剤師 大道祐司

今回は認知症治療薬の貼り薬について
薬の特徴、注意点などを紹介しながら、
よくある質問に回答していきたいと思います

効能・効果 用量・用法

アルツハイマー型認知症における
認知症状の進行を抑制します

医師の指示のもと用量を調整します
健康な肌に貼り

24時間毎に貼り替えます

貼り薬はこのような形をしていて

用量別に色分けされた包装となっています

Q.お値段はどのくらいかかるのでしょうか

先発品の「イクセロンパッチ」 と比較すると
後発品の「リバスチグミン」は自己負担額が半額以下になります！

イクセロンパッチ18mg リバスチグミンテープ18mg

30日：12,000円 30日：5,000円

（３割負担 3,600円） （３割負担 1,500円）

認知症治療薬には貼り薬があります

A.



＊認知症家族教室は茨木市より認知症地域支援・ケア向上事業の委託を受けて行っています

貼るときの注意点

・同じ場所に続けて貼らないでください

・剥がした後は保湿剤などで皮膚をケアーすることが大切です

・傷や皮膚病のある場所は避けてください

・入浴後に貼る場合には、十分に水分を拭き取って乾いてから貼ってください

Q.お薬を貼る場所は決まっていますか

A.湿布薬のように、痛いところに貼るのではなく、
体の上半身に貼り、体内へ吸収させます

正しく貼ることでお薬の効果が出ますので
以下の貼り方と注意点を参考にしてください


